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我
が
国
の
農
業
政
策
と
世
界
の
食
糧
不
足
に
つ
い
て
の
内
閣
官
房
長
官
の
認
識
及
び
発
言
に
関
す
る
質
問
主
意

書

一

世
界
的
な
食
糧
不
足
が
原
因
で
、
現
在
一
部
途
上
国
で
は
、
食
糧
難
に
喘
ぐ
民
衆
に
よ
る
暴
動
が
起
き
る
事
態
に
ま
で
発

展
し
て
い
る
が
、
世
界
的
な
危
機
を
迎
え
て
い
る
食
糧
不
足
の
現
状
（
以
下
、
「
食
糧
危
機
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
政

府
と
し
て
ど
の
様
な
認
識
を
有
し
て
い
る
か
。

二

「
食
糧
危
機
」
に
対
し
て
、
政
府
と
し
て
ど
の
様
な
対
応
策
を
と
っ
て
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

三

本
年
五
月
三
十
一
日
、
町
村
�
孝
内
閣
官
房
長
官
は
講
演
で
「
世
界
で
食
糧
不
足
の
国
が
あ
る
の
に
減
反
し
て
い
る
の
は

も
っ
た
い
な
い
。
減
反
政
策
を
見
直
せ
ば
、
世
界
の
食
糧
価
格
高
騰
に
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
発
言
（
以
下
、

「
町
村
発
言
」
と
い
う
。
）
を
し
た
と
新
聞
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
「
町
村
発
言
」
に
対
す
る
政
府
の
評
価
如
何
。
「
町

村
発
言
」
は
、
「
食
糧
危
機
」
へ
の
政
府
の
対
応
と
合
致
す
る
も
の
か
。

四

「
町
村
発
言
」
に
対
し
て
、
例
え
ば
加
藤
紘
一
元
自
民
党
幹
事
長
と
伊
吹
文
明
現
自
民
党
幹
事
長
が
そ
れ
ぞ
れ
「
コ
メ
を

海
外
に
援
助
し
よ
う
と
の
考
え
だ
が
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
家
が
町
内
の
祭
り
に
十
万
円
寄
附
す
る
よ
う
な
話
だ
」
、

「
長
期
的
に
正
し
く
て
も
短
期
的
な
政
策
だ
と
誤
解
を
与
え
て
し
ま
え
ば
農
業
政
策
は
成
り
立
た
な
い
」
と
批
判
的
な
コ
メ

一



ン
ト
を
し
、
他
の
自
民
党
議
員
や
農
林
水
産
省
幹
部
か
ら
も
種
々
批
判
さ
れ
て
い
る
が
、
「
町
村
発
言
」
は
我
が
国
に
お
け

る
農
業
政
策
並
び
に
「
食
糧
危
機
」
対
策
へ
の
政
府
与
党
内
の
不
一
致
を
示
す
も
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


